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1 はじめに

"創る"という自発性に立つ学習であるダンスでは,｢その過程の特色をとらえつつ,表現

者の可能性の限界を,更に新 しくきり開くような有効な指導｣(松本,1962)が求められる｡

しかし.あらゆる価値観が多様化,流動化する現代社会においては,自主創造性の教育と同様

の,"時代や社会の変化 (の特色)をとらえて,子どもや学校や地域の可能性の限界を,更に

新たに切 り拓 くことができるような力"が,すべての教員に求められる｡そこで,本研究では,

そうした創造的な教師力を向上させるような自主的な研修のあり方を示すことを目的に,｢戟

後日本の舞踊教育の母｣といわれる松本千代栄氏の足跡を収めた ｢松本千代栄撰集｣(注1)に自

主研修の実際を探 り,併せて,現職教員のための自主研修プログラム (表現運動)を開発 ･検

証する｡

なお,戦後初の ｢学校体育指導要領｣(1947)の作成委員として,はじめて体育に創作芸術

体験を取 り入れた松本は,｢与えられた研修の機会だけでなく,教員は生涯, 自発的に研修を

続けるべきである｣との信条を持して(注2),今日までに3つの自主研修会(注｡)を興 している｡

その一つが,大学人に限らずに広く一般の教員に有志をつのり,1962年に結成した指導法研究

会 ｢清里研究会｣である｡ 松本は,9年間の清里研究会の折々に,活動を進めるための資料や

提言を提出しており,それらの中で,この指導法研究会の成果に期待する思いと併せて,自主

研修会のもち方や,そうした研修でみがく指導者としての力について言及している｡次章に,

それらをまとめた｡

2 ダンスにみる自主研修のあり方

｢指導要領実施にともない,先生には,さまざまな問題に直面され,その解決に努めておら
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れることと思います｡今回,私たちお互いが,実践記録をもちよったり,理論を考えあったり,

実技練習をとおして問題解決をしていく集まりをもち,子供や生徒たちをより豊かに育てるた

めに,ともどもにかたり,研究 していきたいと考えました｡そこで,水谷光,大島敏 (福井大),

増田恵子 (韮山中),安藤幸 (富山大),大島千代 (都立大),相場了 (教大附小),諸先生とは

なしあって下記の計画をたててみました｡第 1回の集まりが,お互いに有意義であれば,今後

継続的に御一緒に勉強していきたいと存 じます｡いかがでしょうか,おさそいもうしあげます｡｣

(松本,1962)

これは,第 1回清里研究会の実施要項に添えられた文末の "おさそいもうしあげます"の一

文が,何とも上品で印象的なおきそい文である｡そして,文中の,｢お互いに｣｢ともどもに｣

｢ご一緒に｣や,｢実践記録をもちよったり｣｢理論を考えあったり｣などの文言からは, 自主

的な研修会が,個々の先生がさまざまに直面する問題を解決するために,集まって考え,かた

り,勉強する "研究会"であることや,同じく ｢第 1回の集まりが,お互いに有意義であれば,

今後継続的に｣や ｢いかがでしょう｣の文言からは,自主的な研修会の継続が,参加者相互の

判断 ･決定に任されるものであったことがわかる｡

また,折々に提出された資料や提言の文言の,｢具体的なすすめ方としては, - (略)･

など,その他にも考えられると思いますので,申し込みカー ドに,具体的な研究のすすめ方を

是非およせ くださるようおまち申してお ります｡｣(第5回清里研究会へのおきそい,1966)早,

｢第6回の清里研究会では ･ ･すすめてきました｡東京部会では, ･考えました｡ それ

で,今回は ･ ･研究をすすめてみたら如何かと思います｡｣(第7回清里研究会へのおきそい,

1968)からは,松本が,集った有志に対 して,常に提案や意見の提出を求め,そうした提案や

意見を反映させたすすめ方をとっていたことや,年に 1回の合宿とは別に部会を設けて自主的

な研修を行っていたことをうかがい知ることができる｡

同様に,提出された資料や提言の,｢私たちは,あらゆる場や条件に,指導性を発揮できる

ように,指導者としての教養をみがかなければならないことを痛感する｣(舞踊創作に関する

実技理論,1962)や,｢教員は,生徒の中に生まれでる予測できる事態を整理 し,予測できな

かった事態にも対処できる用意をしておくことが重要であると思われる｣(第 5回)からは.

松本が,研修会は,あらゆる場や条件に対処できるように "整理"千 "用意"をする (指導者

としての教養をみが く)場であり,教師力は,研修会でみがいた指導者としての教養をあらゆ

る場や条件で発揮できる力であると考えていたことがわかる｡ また,｢創作活動では "自ら創

るMという独創性を尊ぶ学習の性質上,指導は,あらかじめ予測されることがらと同時に,機

に応 じてなさるべきことも多 く,指導の働きは一層複雑かつ重要になる｡｣(舞踊創作に関する

実技理論)からは,そうであるからこそ,創作ダンスに的をしぼって指導法を勉強する研究会

を興 した松本の意図を読み取ることができる｡

同様に,提出された資料や提言文の,｢一応,私の考えを述べてみます｡みなさんで御検討

の上,一貫性のある考えのもとに,各々発達段階と目標に応 じた,具体的試案を作成してくだ

さるようにのぞみます｡｣(第2回研究会-の提案,1963)や ｢提案は,1つの抽象された方向

として行われても,それを常に.自分のもっている児童生徒の特性とかみあわせて具体化し,

いきいきと児童を活動させるのに役立つものにしてほしいと思います｡｣(第5回)からは,松

本が,研修会に集う有志に対 し如何に自主的 ･積極的な研修を期待 していたかを知ることがで
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きる｡ さらに,松本が,一貫性のある考えや 1つの抽象された方向について検討する会として,

自身の研修会を位置づけていたことがわかる｡ また,｢(見つけた有効な方向)は,指導の "型"

はなく,指導の "精神"であるはずです｡型としてとらえた時,いきたもo?として,対象に応

じてつかいこなすことはできません｡精神-その活動をさせる意義一をとらえていた時,対象

の状態に応 じて,種々に変化させて活用できるはずです｡｣(第5回)からは,松本が,具体的

な試案を作成したり,具体化して活用する以前の.活動させる意義をとらえるための力をより

重視 していたことがわかる｡

そこで,本研究では,これらの分析結果を参考に,集った有志が,各々発達段階と目標に応

じ,あるいは自分のもっている児童生徒の特性とかみあわせて具体化 して活用できるような

"一貫性のある考え"を提案する研修プログラム (小学校の表現運動)の開発を試みた｡

3 教員の研修の必要性

平成20年3月に新学習指導要領が公示され,新たな教育改革が進められようとしている(繕｡)｡

そして,この新学習指導要領では,｢生きる力｣を ｢将来の職業や生活を見通 して,社会にお

いて自立的に生きるために必要な力｣と位置付けたが.それではこの ｢生きる力｣を育成する

教員に対 しては,これからどのような力が求められるのであろうか｡

これについて,教育学の市川博は次のように述べている(注 5)｡

｢各地域 ･学校 ･学級ごとに創造的に編成されるべきカリキュラムが,周 りの学校や学年ご

とに統一されて展開されている事例が多いことに典型的に表れているように,教員の世界は,

主体性 ･創造性に欠け,横並び的 ･ことなかれ的傾向が強い｡こうした性向ではたして主体的

にたくましく生きる力を育てることができるのであろうか｡それは,外からの研修や短期間の

社会体験で培われるものではない｡

今後.校内外の専門 ･技量 ･経験豊かな人たちを ｢同僚｣として連携 して,教育活動を展開

していく機会がさらに多 くなる｡その多様な人たちの主体的でたくましい生き方を積極的に学

ぶとともに,教員の方から教育の神髄を訴え,協働者としての関係を深めるように努力 してい

くなかで,自己の教育観を確かめ ･深めつつ,教員としての力量を日常的に高めていくことが

重要である｡｣(市川,2002)

現在.教員としての資質や能力を高めるために,校内での研修,または研修センター等,校

外の各機関.団体によってさまざまな研修が行われている｡殊に小学校の校内研修は,年間を

通して取 り組む主題研究として,教科を選んで,教科の指導力を高めるために学校全体で取 り

くむことが多く,したがって個々の教員が ｢自己の教育観を確かめ ･深めつつ,教員としての

力量を日常的に高めていく｣(前掲)ようには機能していない｡一方,校外研修に参加する機

会はそれほど多 くはなく,自分のニーズに応 じた内容の研修があるとは限らない｡また運良 く

ニーズに応 じた内容の研修があったとしても.学級を担任 している教員は時間的にも参加 しに

くい｡そこで,自主的な研修プログラムの開発を前に,そうした状況下にある教員が,自身の

指導力の研積や成長についてどのように考え,どのように対応 しているかを探った｡具体的に

は,共同研究者である今村の勤務校と地域を同じくする5つの小学校の,それぞれ学級を担任
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する教員を対象に,毎年全国で実技の伝達講習が開かれるなど研修が重視されてきた体育科の

指導力についてアンケー ト調査を行なった (回答数は74).以下にその結果を報告する｡

現行の学習指導要領では,1･2年生は8,3･4年生は15,そして5･6年生は17の学習

内容の取 り扱いが示されている｡これらについて発達段階別に苦手と感じる内容を問うたアン

ケー トでは,合計すると平均 して7.5の内容を苦手と感 じていた｡ また苦手と感 じる内容は,

1･2年生は ｢器械 ･器具を使っての運動遊び｣｢表現リズム遊び｣が突出して多 く, 3･4

年生と5･6年生では,それら (｢鉄棒運動｣と ｢表現｣)と ｢平泳ぎ｣であった (表 1参照)0

さらに,苦手と感じている内容の対応についての聞き取 り調査では,若手や中堅,ベテラン

に関係なく,苦手を払拭する必要性を感じながらも,研修に参加する機会や時間がない,二

表 1【体育科 (実枯系)で指導を苦手とする内容】 く:=つ は特に多いもの

苦手な内細 く401E日中

一郎､で何項目選択したか)

内舌数 ^# 内幸載 :̂ & 7_

0 1 16:
1 4 17
2 3 18 2
3 9 19
4 9 20 1
5 7 21
6 2 22 1
7 8 23 1
8 5 24
9 5 25

10 4 26
ll 3 27
12 1 28
13 5 29
14 2 30
15 1 31

【平均7.5項目
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ズに合った研修がない等を理由に,なんら積極的な手だてを講じていない実態が明らかになっ

た｡ また,教員研修についても,研修の機会は与えられるものであると思いこんでいる教員が

多く,自分の苦手は自分で払拭するといった意識や自主研修に関心をもつ教員は少数であった｡

そこで,本研究では,同類の苦手意識を感じている教員が集まって,考え,かたり,勉強す

るような "気軽な"場 (研修会)が日常にあれば,またそれが有意義一個々の苦手意識を取 り

除く-であれば,主体的 ･積極的に参加 しようとする教員が増えるはずであると考え,｢表現｣

の指導の苦手意識を払拭 したいと望む教員が,校内で,｢同僚｣(校内外の専門 ･技量 ･経験豊

かな人たち)と連携 して,主体的に企画 ･実施する少人数の自主研修会プログラムを開発 ･実

施したoさらに,作成した自主研修プログラムが有効であれば,｢表現｣に限らずさまざまな

内容や領域,教科に発展させて,与えられた研修の機会だけでなく自主的な研修会を興すよう

な,学校現場の可能性の限界を,さらに新たに切 り拓 く教師力をもった教員が現れるはずであ

ると考え,作成したモデルの有効性について検証 した｡次章に,共同研究者で現職教員の今村

がモデルとなって開発した自主研修プログラムの具体的な内容と検証の結果を報告する｡

4 教員が企画 ･実施する自主研修の実際

(り 実施のための手順

自主研修会といえども,そこには講師料や会場費等の運営経費が派生する｡そうした経費を

分担 し,個々の教員の負担を少なくすることは,自主研修会実施 (あるいは継続)の条件であ

ろう｡一方,個々の教員が研修会で解決したい問題はそれぞれ異なる｡しかし,同僚あるいは

同地域を探せば,同類の課題をもつ教員も少なくない｡ そうした同類の課題を抱える教員に呼

びかけ,経費を分担することで,校外の専門 ･技量 ･経験豊かな人たちや,地元の大学の支援

を活用し,企画 ･立案者及び参加者のニーズを取 り上げた自主研修会を企画 ･実施することが

できるであろう｡ そこで,次に示す手順で,表現運動の指導法を研究する自主研修会づ くりを

試みた｡

q) 活用する支援 (校外の専門 ･技量 ･経験豊かな人たちや大学)の交渉｡

企画 ･立案者の課題は,表現運動領域の主内容 ｢表現｣の授業づ くり (低 ･中 ･高学年の

発達段階に応じて,子どもたちが恥ずかしがらずに楽しく自然に体が動 くような題材による

授業づくり)である｡ そこで,地域の宮崎大学の舞踊学研究室に,自主研修に活用する支援

(教材及び講師)の提供 ･派遣を交渉 ･依頼した｡

② 表現運動の授業づくりの課題についてのアンケー トの実施｡

対象は,同僚および同地域の教員｡企画 ･立案者の勤務校 (日南市立東郷小学校)の教員

および近隣の小学校の教員を対象に,表現運動の授業づくりの課題や問題点についてアンケー

ト調査を実施した｡その結果,企画 ･立案者と同類の課題を抱えた教員が多数いることが明

らかになった｡

③ 実施要項 (日時.会場.内容.講師,会費等)の作成｡

目時については,教員が参加 しやすい夏季休業中 (8月21日)の午後に設定した｡会場に

ついては,当初大学での実施を考えていたが,より気軽に参加でき,手続きも容易な企画 ･

立案者の勤務校の体育館とした｡内容は,｢初歩的な段階の指導者のための表現の授業づ く

り｣とし,具体的な内容の検討を大学教員に依頼し,当日の講師は,アーティス トの児玉
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孝文と野連壮平に依頼 した｡会費は,参加者を5-6名と予想 し, 1人2,000円とし,講師

料及び講師旅費と資料制作費に充てることにした｡

④ 参加の呼びかけ

対象は,原則として発案者と同類の課題をもつ教員.事前アンケー トを元に企画 ･立案者

と同類の課題を抱えた教員を対象に参加者を募った｡その結果,東郷小学校から4名,近隣

の吾田東小学校から2名の計 6名が参加することになった｡

⑤ 配布資料,事後アンケー トの作成｡

当日配布する資料 (レジメと使用曲CD)および自主研修会を終えての感想や意見を問 う

事後アンケー トを作成した｡

(2)事前アンケー ト調査及び結果

研修プログラムを作成するに当たり,より研修者のニーズに応えられるプログラムにするた

めに事前アンケー トを行い,以下のような回答を得た｡

① 表現運動 ･ダンスの学習経験 ･指導経験.研修の経験

･表現運動 ･ダンスの学習経験はそれほど多 くない｡

･運動会の練習以外で表現運動の授業は毎年行われていない｡

･これまでに,3名が表現運動の研修を行ったことがあり, 2名は研修を行ったことがない｡

② 抱えている課題 ･問題点 ※ ( )は人数

･子どもたちが恥ずかしがらずに楽しく意欲的に動 くための方法が知 りたい｡(2)

･声かけの仕方や評価の仕方等,実際の授業場面における指導方法について学びたい｡(2)

･授業で簡単にすぐ使える題材が知 りたい｡(1)

･自分たちで創 り上げる喜びが感じられる題材が知 りたい｡(1)

･曲選びについて知 りたい ｡(1)

･表現運動が苦手な子ども-の指導法について知 りたい｡(1)

･時数の確保について知 りたい ｡(1)

(3) 研修プログラムの検討と決定

支援者に事前アンケー トの結果を示 し,より参加者のニーズに応 じた研修になるようなプロ

グラム作成を依頼 し,ミーティングを含む以下のような学習内容 (課題)で構成した｡

<プログラム>

Ⅰ オT)エンテ-ションⅠ (表現運動の学習について)

[ ウオーミングアップ (新聞紙を使って)

Ⅲ 低学年への指導 (『崖の上のポニヨ』,『運動会ごっごしよう』)
Ⅳ 中学年への指導 (『暑い国から来たスパイ』)
休憩 ･X･ミーティング

V オリエンテーション[ (新学習指導要領から)

Ⅵ 高学年への指導 (『BeautifulNewspaper-美 しき青きドナウ』)
Ⅶ 表現運動からの体力を高める運動 (『M-KID'Sエクササイズ』)
Ⅷ まとめ ※ミーティング
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研修風景 (於 :日南市立東郷小学校体育館 2008.8.21)

(4)事後アンケー ト調査及び結果

参加者 5名に成果と課題を探る事後アンケー トを実施した｡以下に結果 (表 2参照)と感想

を示す｡

<アンケート結果>

･ニーズに応 じた内容だった｡(5)

･講師への質問はしやすかった｡(4)

･他の教科でも同様の自主研修会があれば参加 したい｡(5)

･自主研修会を企画 ･立案したい｡(4)

･教師力の向上につながると思った｡(5)

･参加費2,000円は少し高い｡(3)

･資料があれば有料 (1,000円程度)でも買いたい｡(5)

<参加者の感想>

･体を使って表現することは楽しかった｡｢表現は楽しい !｣と感じた｡

･他の先生方もこのような機会が増えればよいと思った｡

･次回も参加 したい｡

･研修内容を子どもたちに伝えていきたい｡

･指導者が表現運動の本質を知らないと子どもたちには伝わらないと感 じた｡

･動きを事前に研究し,発達段階を考慮しながら指導したい｡

･低学年から指導者がねらいをしっかり持ち,心と体をほぐし,体を動かす楽しさを十分に

味わわせたい｡

･ ｢模倣｣について考え,その重要性と奥深さを感じた｡

･最初に理論について話があり,よかった｡

･もう少し人数が多いほうがやりやすかった｡

<企画 ･立案者の感想>

｢体を使って表現することが楽しい｣｢この楽しさを子どもたちに伝えたい｣ という感想

からは,表現運動では,子どもだけでなく教員もまた,体験 した楽しさが授業 (づ くり)に

対する関心 ･意欲につながることが分かった｡ また,実技だけでなく,表現運動についての

理論的な話を取 り入れたこともよかったようである｡子どもたちの多様な動きを引き出す声

かけの仕方や評価方法,授業の組み立て方等,実際の授業にすぐ生かせるものであったから

であろう｡
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さらに,新学習指導要領や体力の向上等,社会の要請にも答えられるものであったこともよ

かった｡

ミーティング風景 (於 :日南市立東郷小学校体育館 2008.8.21)

表 2 事後アンケー ト集計表

1 少人数での自主的での研修会の経験

2 ニーズに応じた内容だったか

とて もそ う思 う そ う思 う あま りそ う思わな し1 そ う思わなし1

3 講師への質問等は行いやすかったか

とてもそ う思 う そ う思 う あま りそ う思わな い そ う思わない

※質問の 時間を教 えてほ しい

4 他の教科でも同様の研修会があれば参カロするか

とてもそ う思 う そ う思 う あま りそ う思わない そ う思1つなし1

5 同様の研修会を企画したいか

とてもそ う思 う そ う思 う 衣うま りそ う思わなし1 そ う思わなし1

6 教師の主体的な研修会の企画や参加は､教師力向上につながると思うか

とて■もそ う思 う そ う思 う あ ま りそ う思わない そ う思わない

7 参加費乙000円について
少 し高 い 少 し高 い

※半 日な らよい

8 資料 (授業ですぐ活用できるもの)が､別に1,000円かかるとしたら買うか
買わな い

9 感想

体 を使 って表現す る ことが楽 しか った ｡

他の先生方 も この よ うな1幾会 が士曽えればよい と思 った｡

次 回も参カロしたこい ｡

研修 内容 を子 どもたこち に伝えていきたい｡

指導者 が表現運動の本質 を知 らないと子 どもたち には伝わ らない と感 じた ｡

動 きを事前 に研究 し,発i圭段階を考慮 しなが ら指導 したこいo

｢○○ごっこ｣等 を 自然 に自分の子 どもが 目を輝 かせてや っている｡ 低 学 年 か ら指 導 者 が

ね らいを しっか り持ち ./Dと体 をほ ぐ し,体 を動 かす楽 しさを十分 に味わわせたい｡

も う少 し人数 が多 いほ うがや りやすか った ｡

｢表現 は楽 しい !｣ と感 じた ｡

｢模倣｣ について考え ,その重要性 と奥深 さを感 じた｡

最初 に理論 について話 があ り.よか ったこ｡

/ヾ アでの セ ッシ ョンは ､会言古を しているよ うで楽 しか った二｡
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松本のおさそい文に ｢第 1回の集まりが,お互いに有意義であれば,今後継続的にご一緒に

勉強していきましょう｣(前掲)とあるように,｢他の教科でもこうした自主研修会があれば参

加したい｣や ｢次回も参加 したい｣といったアンケー トの回答や参加者の感想は,開発した自

主研修プログラムが有意義であったからこその "継続"の希望や期待であり,同じくアンケー

トの回答の ｢自分も自主研修会を企画 ･立案してみたい｣と併せて,開発した自主研修プログ

ラム (の実践)の有効性をよく示していると思われる｡しかし,｢よい機会ではあるものの,

一期一会の講習会だけではよい指導者は育成できない｣{繕6,として 2泊 3日の合宿研修の ｢清

里研究会｣が生まれたことからも知るように,わずか2時間の自主研修では,参加した教員が,

提案した表現運動の教材から,自分のもっている児童の特性とかみあわせて課題化できるよう

な力をみがくことは難しい｡そうでなくても,｢創作活動では "自ら創る"という独創性を尊

ぶ学習の性質上,指導は,あらかじめ予測されることがらと同時に,機に応じてなさるべきこ

とも多く,指導の働きは一層複雑かつ重要になる｡｣(前掲)からである｡ 従って,開発したプ

ログラムの指導法研究の成果については,自主研修会を重ねてはじめて明らかになると考えて

いる｡

一万､日を転じて､今回の実践研究を通して最も教師力を向上させた教員は誰かと考えると､

それは共同研究者の今村ということになろう｡ 今村は,自身と同類の解決すべき課題をもつ同

僚や同地区の教員に呼びかけて,これまでにない形の自主研修を企画 ･立案しただけでなく,

参加した教員に,表現運動 (の指導)のおもしろさや,自主研修の必要性を気づかせるような

自主研修会をつくることができた｡本研究に参加し,今村は,"子どもや学校や地域の可能性

の限界を,さらに新しく切 り拓 くことができるような指導者としての力"を確実にみがいたと

言えるであろう｡

以上のことより,教員が主体的に行う自主研修は,参加 した教員の教師力を向上させる有効

な研修であると同時に,教員のための自主研修を企画 ･立案 ･実施した教員の,変動の時代を

切 り拓 くために必要な創造的な教師力を確実に向上させる有効なプログラムであった｡さらに､

有効性を実証した自主研修会のモデルを提出できたことも本研究の成果である｡

終わりに,今後の課題について述べる｡ 事後アンケー トでは,参加費の金額について, 1名

が ｢高い｣,2名が ｢少し高い｣と答えていた｡今村は,一般の教員は,有料の研修会や参加

者が経費を負担する研修会に慣れていないための評価であるとしたが,今後は,自分のニーズ

に合わせた研修会をオーダー ･メイドしたり,知 りたいことをその場ですぐに質問することが

できるような少人数の自主研修会は,受益者負担が当たり前になるような,あるいは教員の自

分に投資することを当然と考えられるような意識改革が必要となろう｡ 同じく,今回のような

資料 (現場ですぐに活用できる)であれば,別途料金を払ってでも購入したいと全員が回答し

ていたが,CDのような目に見えて手元に残るものに対 しての料金の支払いには抵抗感が少な

いようである｡ まずは,前述の意識改革と併せて,専門性のような目に見えないものや消えて

しまう行為に対する金銭の支払いに対しての抵抗感を払拭することも,子どもと共に ｢新しい

時代にふさわしい学校づくり｣｡注目の主役として教育改革に臨む教員の研修課題である｡
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